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23年は、東日本大震災への義援金・物資提供、

ボランティア参加が際立つ

～組合員ホール拠出額大きく伸びる～

平成23年1月から12月までの1年間に展開された社会

貢献活動を対象に、都府県方面遊協、各支部組合及び各

組合員ホールからの報告をもとに、平成23年の社会貢献・

社会還元調査の結果を取りまとめた。

拠出金総額は、約44億7,430万円で、内訳は現金約40

億2,138万円、物品（現金換算）約4億5,292万であった。拠

出総額は、前年の約３倍に当たる。これは、昨年3月11日

の東日本大震災への義援金、支援物資による増加であり、

災害救済関連の拠出額は、現金・物品合わせて約32億

8,814万円に上り、前年の約49倍である。また、本年におけ

るその割合は、拠出総額の73.5％に当たる。災害救済関連

を除く、拠出額は約11億8,616万円であり、前年の災害救

済関連を除いた拠出額に比べ、13.9%の減少にとどまり、

災害救済にこれだけの拠出をしてなお、災害救済以外の社

会貢献活動もほぼ滞り無く行われていることがうかがえ

る。

拠出内訳をみると、都府県方面遊協が約4億7,333万円

増、支部組合が約1億2,470万円増、組合員ホールが約23

億1,904万円増となっており、拠出割合でも組合員ホール

が全体の63.2%と、組合員ホールの増加分が際立つ。

社会貢献・社会還元の拠出先別金額は、①災害救済関

係32億8,814万円（73.5％）、②社会福祉関係4億3,248万

円（9.7％）、③地域貢献関係2億4,166万円（5.4％）、④防犯

関係1億9,713万円（4.4％）、⑤青少年育成関係1億4,151

万円（3.2％）、⑥その他6,808万円（1.5％）、⑦学術・文化関

係が4,810万円（1.1％）、⑧暴排関係4,352万円（1.0％）、⑨

交通安全関係1,366万円（0.3％）となっている。項目別の金

額を前年比でみると、金額で増加したのは「青少年育成」

と「災害救済」で、「地域貢献」と「防犯」は前年とほぼ変わ

らない。「社会福祉」「交通安全」「暴排」は20%程度の減少、

「学術・文化」「その他」は前年比30%程度の減少となって

いる。

■震災に伴う被災地への義援金について
全日遊連では、昨年3月11日の東日本大震災発生を受け、3月25日に

行われた臨時全国理事会において、復興支援活動の一環として、被災地に

対し10億円以上の義援金を拠出することを決議するとともに、全国の組合

加盟ホールが共通デザイン及びテーマカラー（黄色）を用いて募金活動を

行う「全日遊連イエローリボンプロジェクト」を実施することを承認した。

決議を受けて、6月1日までに全日遊連に寄せられた義援金4億6,743

万1,627円を「東日本大震災義援金政府窓口」に拠出した。義援金の拠出

はその後も続けられ、12月20日時点での全日遊連（各都府県方面組合、

組合員ホールを含む）からの義援金は総額28億6,947万2,086円にのぼった。

「全日遊連イエローリボンプロジェクト」は9月30日まで行われ、全国各

地の遊技客から募金として総額4億3,839万8,709円が寄せられた。

全日遊連、各都府県方面組合、支部組合、組合員ホールからの義援金に、

イエローリボンプロジェクトで寄せられた募金を含め、総額33億787万795

円が被災地に届けられた。

■震災に伴う電力不足への対応
全日遊連、社団法人日本遊技関連事業協会、一般社団法人余暇環境整

備推進協議会、一般社団法人日本遊技産業経営者同友会、一般社団法人

パチンコ・チェーンストア協会のパチンコホール関係5団体では、震災直後

の情勢に即応し、ネオンや屋外広告等の消灯の実施、広告宣伝の自粛、営

業時間短縮等について合意し、ホール経営者に協力を要請した。

また、夏期の東北電力及び東京電力管内の電力不足に対応するため、

ホール関係5団体において、7月1日から9月30日までの間、東北電力管

内のホールで「20％以上」、東京電力管内のホールで「25％以上」の電力削

減を目標に、東北電力管内で月2回以上、東京電力管内で月3回以上の輪

番休業、照明や空調の調節を実施すること等について合意した。そして、7

月1日から9月30日まで東北電力、東京電力管内ホールで夏期の節電対策

を実施した結果、東北電力管内で27.4％、東京電力管内で32.7％と、目標

を上回る最大需要電力の削減を実現した。

また、冬期においても政府からの要請を受け、関西電力管内及び九州電力

管内ホールで節電活動を実施した。

今年3月11日、東日本大震災から1年を迎えるに当たり、被災者への哀悼

の意を表するとともに、被災地の一日も早い復興を祈念する目的で、全日遊連

を含むホール関係5団体傘下ホールではネオン・看板灯の外壁照明の終日消

灯を実施した。今後も、復興に向けた諸活動を展開していく方針である。

平成23年総額44億7,430万円余の拠出 
物やお金から、人の活動へ社会貢献活動が根付く

今回は、各都府県方面遊協から1614件の社会貢献活動

の具体的事例が報告された。これは、過去最高だった昨年

の1728件からは若干減少したものの、内容として、金銭的、

物的な支援以外の、東日本大震災被災地での瓦礫撤去等

のボランティア活動など人的な支援が数多く報告された。

また、震災以外でも各種老人施設、児童養護施設等への

慰問や野球、サーカス、ミュージカルやホール等に招待する

活動をはじめ、清掃活動、献血活動、防犯パトロール、地域

のお祭、イベントにボランティアとして参加する等の活動

も今まで以上に積極的に展開している。これは、物やお金

の拠出という社会貢献だけでなく、自分たちが自ら動くと

いう社会貢献活動も確実に根付いてきていることをうか

がえさせる。その他、ホールの駐車場を地元のイベントなど

に貸し出す活動や震災等非常時のため非常食等を備蓄し、

有事にはすぐに提供できるようにするなど、地域に根ざし

た報告も見受けられた。

今後の課題と展望

平成23年の社会貢献・社会還元活動は、東日本大震災

への多大な金銭的、物的支援のほか、ボランティア活動な

どの人的支援が数多くなされた。平時の49倍もの支援を

災害救済に割きながらも、地域貢献や青少年育成に関連

した社会貢献・社会還元活動は減らされることなく実行さ

れ、おろそかにされることはなかった。

今後とも東日本大震災からの復興支援を継続していく

ことは必要である。しかし、子どもの健全育成や地域貢献、

学術文化に寄与といった、普段の社会貢献・社会還元活動

も忘れてはならない。そうすることが、業界の社会貢献活

動が一過性のものではなく、地道に継続的に行っている活

動であることが理解され、地域や社会と共存する産業であ

ることを示すことになるだろう。

　

平成23年 社会貢献・社会還元の実施状況調査結果総評
平成23年（平成23年1月～12月）

東日本大震災に伴う全日遊連の被災地復興支援活動


